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概要  

本稿では、情報自身を主体とした電子図書館の研究の重要性について述べ、電子図曹館における知識処理に  

っいて考察する。また、研究者それぞれを対象にした個人用電子図書館を一研究者の立場から思い描く電  

子図書館の姿として提案する。個人用電子図書館システムには、図書館側の情報と研究者の持つ情報それ  

ぞれを組織化し、統合する機能がある。個人用電子図書館システムは、組織化された情報を基にして研究  

者の思考支援を行うことができる。研究者に対する有益な思考支援を行えるかどうかは、電子図書館員の  

システム設計にかかっている。システム設計の中心課題は、情報の意味処理を含んだ概念の体系化である○  
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1．はじめに   

電子図審館研究は、始まったぼかりであり、電子図啓館の具体像はいまだに見えてこない。最近の研究状  

況をみていると、インターネットに注目が集まっているせいか、ネットワークへの参加、通信速度の向上、  

1VWW上の情報捷供などネットワークがらみの爵が比較的多いように感じる。もちろんDIJ関連研究動  

向【1憫をみれば、様々な研究が行われていることは確かであるが、必要以上にネットワークを強訴しす  

ぎているように思える。ネットワークの整備は、電子図書館にとって不可欠な技術であるが図書館機能に  

とって本質的な主題ではない。また、単にネットワーク上に情報をおき、アクセスしてくださいというだ  

けでは電子図曹鮨としては不十分である。もちろん、WWWに代表きれるようなネットワーク分散型の情  

報システムを否定するものではなく、その有効性はおおいに評価する。ただし、それは電子図書館とは異  

なる土壌で育ったもので、本来別の話である。WWWは、インターネット上のアプリケーションの一つに  

すぎず、WWWを電子回春鮨の一部に利用することはあっても、決してそれらはイコールではない。単に  

情報を濃供するという－償面に共通項を見出して電子図書館とみなしてしまうと電子図書館がめざすべき  

本筋を失いかねない。  

図書館とは、サービス目的に応じて資料の収集、整理、保存を行い、利用者の欲する情報を満足がいくよ  

うに提供する検閑である。すなわち、情報の蓄積とサービスが図書館の本質であり［3トニれは電子図書館  

になっても変わることはない。変わるとすれば、蓄積とサービスの方式が変わるのであっで磯能そのもの  

が変わることはない。また、従来の図書館がなくなるのではなく、新しい形態の図書館が誕生するのだと  

いうことも強粛しておきたい。  

電子囲審館について議論する場合、ネットワークなどの外枠を議論するのではなく、蓄積とサービスとい  

う観点から電子図書館の中身である情報自身について議論する必要がある。「はじめに情報ありき」であ  

る。いくら外枠が立派であっても、その中身が貧弱なものであったら図書館として十分な情報サービスが  

できない。  

システム的観点から言うと、電子図昏館システムは、従来のデータベースシステムより柔軟性や拡張性を  

重視したシステムとして構築する必要がある。従来のデータベースシステムは、データの完全性や安全性  

を重視するあまり、そのデータに対して様々な制約を課す弼。電子図書館システムが処理する情報は、多  

種多様であり、制約が強いシステムでは、その制約に従った情報しか入力できず、本当に入力したい情報  

は、歪められて入力されるか、あるいはまったく入力できないであろう。電子図書館システムは、データ  

ベースシステムでいうところの完全性や安全性は犠牲にしても、情報サービスのために柔軟性や拡張性を  

重視しなければならない。  

本稿では、一研究者の立場から自分の望む電子図書館像について述べる。また、そのような電子図書館を  

実現するために必要な技術は、どのようなものであるかを知識処理とからませて述べる。なお、本稿で議  

藩する電子図書館は、保持する情報がすべてデジタル化されており、コンピュータネットワークを通じて  

情報のアクセスが可能なデジタル囲啓館を指す。また、研究者を主な利用者とする専門図書館を想定して  

いる。  

2．個人用電子図書館   

研究者は、研究に関する論文、研究用データ、専門書などさまざまな種類の情報を数多く持っており、こ  

れらを有効に活用したいと思っている。  

ある程度研究がまとまって、論文を音こうとする場合、（電子図書館でない）図書館に行って、文献のサー  

ベイを行う。研究者が論文をサーベイする対象は2種類あって、ひとつは日頃目を通しているその分野の  

主な雑誌であり、もうひとつは、論文の参考文献を見て手に入れようとするあまりなじみのない雑誌ヤシ  
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ンポジウム、会議などの論文である。前者の場合はあまり苦労せずに手に入れられるのだが、後者の場合  

は、その図書館に直接なかったらその所在を文献情報データベースなどで検索し、所在がわかったら図書  

館員に頼んで文献を取り寄せる。もし所在がわからなければ図書館員に検索もお願いする。そして、首尾  

よく目的の文献を手に入れたら、今度はすでに持っている多量の文献とあわせて、今回書く論文にふさわ  

しいように分類する。  

論文を書くたびに行うこの作業は、非常に負担である。つねづね思うことは、自分め研究を理解し、かつ  

図書館の情報検索についての知識を有する自分専用の図書館貞がいれぼよいと思うことである。これは部  

分的にはサーチャーと呼ばれる人達が請け負っているが【5トまわりにいないこと、コストがかかること、  

自分の求める情報をその度に説明しなければならないなどの間邁がある。  

図書館の本質は情報サービスであるので、その対象を研究者に限れぼ、最終的には研究者それぞれに応じ  

た情報サービスになるだろう。  

研究者にとって、単に文献を探したり、何かについて調べることは、それを楽しみとする人は別にして、気  

の重い仕事である。したがって、単なる情報検索システムではなく、もっと研究に役に立つ情報を提供し  

てくれるシステムを望む。  

このような個人用電子図書館【6］に求められる楔能には主に以下のようなものがある。  

●電子図書館が所有する専門分野の情報を自動的に組織化する機能。  

●研究者が所有する情報を電子図書館の組織化情報に統合する糠能。  

●研究者個人の図書館利用状況を記録し、それぞれの研究者にあわせて情報を動的に再組織化する樺能。  

●検索だけではなく、連想、類推など、研究者の思考支援を行う機能。   

個人用電子図書館システムは、図書館側のサーバシステムと研究者例のクライアントシステムの相互作用  

により、研究者が積極的に情報を研究に利用できる環境を提供する。  

この個人用電子図書館を構築する上で留意すべき点は、研究者が借用できるような情報をいかに提供する  

かである。下手にインテリジェントなシステムは借用がおけない。情報の探索を研究者自身が行えるシス  

テムであれば、研究者も納得するだろう。借用できる情報を提供できるかどうかは、サーバーシステムを設  

計する電子図書館長［7掴】の腕しだいであり、ここに情報サービスを本質とする電子回春館の真髄がある。   

3．電子図音館における知識処理とは   

知識処理という場合には、情報処理とは違って、知識を処理するのではなく、知識を利用して情報を処理  

するという意味あいが強い。したがって、知識情報処理というのがふさわしい言い方であろう。言葉遣い  

のことはさておき、この章では、何をもって知識というのか、電子図書館における知識とは何かについて  

考察する。  

知識処理と言うとすぐに思い浮かぶのは、人工知能の分野における知識処理である。人工知育引こおける知  

識とは、「ある日的のために必要な真であると・して与えられたデータや手続き、あるいはそれらのついての  

データや手続きを知識という。」とある［9］。この先義は、計算横処理という観点から述べてあり、単純な  

データの集まりとは違うことは理解できるが、「ある日的」によってその中身は非常に異なってくるので、  

これをそのまま電子図書館における知識の定義とみなすことはできない。  

電子図審館システムに関連のある人工知能のテーマと言えば、データベースからの知識獲得、エキスパー  

トシステム、オントロジーといったところであろう。  
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データベースからの知識獲得は、主に大規模データベースからの知識発掘、知識発見を指す。大規模に蓄  

積されたデータがその量により質的な変化を起こし、データベースに格納されたときの意味とは異なる側  

面からの問い合わせに対して、新たな関係が発掘され得ることを知識発掘と呼ぶ［10】。電子図書館におい  

ては、文献情報データベース、フルテキストデータベース、ファクトデータベース、マルチメディアデー  

タベースなどをその情報として持つ。この膨大な情報源のなかから利用者の望む情報を提供する場合には、  

このデータベースからの知識発掘が役に立つかもしれない。  

エキスパートシステムは、通常、人間の知性を用いなければ解けないような特定分野の開港を解決するの  

に、専門家の知識をコンピュータに組み込んで、人間に代わってあるいは人間を支援して問題解決を行う  

ことを目的とした計算機システムである。また、エキスパートシステムは実用システムに近づけば近づく  

ほど、従来型のシステムとの統合が重要になる【11〕。電子図書館における専門家とは、当然電子図書館員  

である。電子囲善館は、従来の図書館とは樺能の形態が異なるが、どちらも図書館眉の専門知識、特に現  

場の知識が一番役に立つのは間違いのないところである。ただし、現場の知識は泥臭いものが多く、シス  

テム化するのは非常に困難である。したがって、現場の知識そのものをシステム化するのではなく、現場  

の知識を活かせるような支援システムを構築するのが有効であると考える。単純にはメモ書き程度の記録  

と後任への推承で十分役に立つ。図書館がどのようにシステム化しても、このようないわゆるドキュメン  

テーション的作業は不可欠である。  

オントロジーとは、もともとは存在論という意味であるが、人工知能の分野では、人工知能システムを構  

成するときに用いる基本概念（語嚢）の体系であり、知識の共有と再利用との関連が深い【12】。つまり、知  

識の共有をする場合にある程度の合意を得て、知識の共通理解の基盤を作ろうということである。動横は  

どうであれ、やることは概念の体系化であり、ターミノロジー、分類、シソー ラスなど図書館情報学が古  

くから行ってきた中心課題である。概念を体系化しようという試みは、UDC、EDR、CYCなど様々な分  

野で試みが行われてきたが、概念を完全に記述したという例はない。しかしながら、情報を処理する上で  

概念の体系化はさけられない聞落であり、特に電子図書館にとっては必須である［13】。  

電子図書館は、多様な技術の集積であり【1トニれら人工知能の理論や技術をもその一部にとりいれた電子  

図書館のための理論や技術が必要である。概念を体系化し、さまざまな情報源から発掘した知識を概念体  

系にしたがって組織化し、電子図書館員の専門知識を基にして情報サービスを行うシステムを構築する。  

このうち、もっとも重要なのは、概念を体系化する部分であり、情報の意味を記述・表現できるデータモ  

デルならぬ情報モデルを構築することである。  

4．ぁわりに   

本稿で述べた主張は以下の通りである。  

1）電子図書館を構築する際には、外枠からではなく中身から構築する。  

2）図書館の本質的機能は情報の蓄積とサービスであり、機能の形態は変わっても機能自身が変わることは  
ない。  

3）研究者を対象とする電子図書館は、研究者それぞれに即した情報サービスを行えるシステムが有効で  

ある。  

4）よいシステムを構築するのは、電子図書館員の腕しだいである。  

5）概念の体系化と情報の意味処理は、電子図書館構築にとっての中心課蓮である。  

電子囲蕃錯は、新しい情報サービスを積極的に売り込み、利用者は、興味のある情報を積極的に楽しみな  

がら探す。ニれが新しい形磨の図書館である電子図書館の姿であると考える。  
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